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1927年静岡県生まれ。1950年東京大学第二工学部土木工学科卒業。
1955年東京大学大学院（旧制）研究奨学生課程修了。1968年から1987
年東京大学教授。1987年から1998年芝浦工業大学教授。国際連合大学上
席学術顧問、河川審議会委員、水資源開発審議会会長、中央環境審議会
委員、東京都総合開発審議会会長、ユネスコIHP政府間理事会政府代表、
世界水会議理事などを歴任。『河川工学』は土木学会出版文化賞を受賞。

主な著書に、『国土の変貌と水害』（岩波書店 1971）、『都市と水』（岩波
書店 1988）、『河川工学』（東大出版会 1990／新版2008）、『社会を映す
川』（山海堂 2007）、『川と国土の危機—水害と社会 』（岩波書店 2012）、

『土木技術者の気概—廣井勇とその弟子たち』（鹿島出版会 2014）ほか

治
水
哲
学
を
涵
養
す
る
も
の

災
害
リ
ス
ク
を
抱
え
た
日
本

日
本
の
戦
後
は
大
規
模
水
害
と
と
も

に
幕
開
け
し
ま
し
た
。

終
戦
の
年
、
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
）

９
月
の
枕
崎
台
風
は
、
死
者
・
行
方
不

明
者
約
４
０
０
０
人
、
全
壊
家
屋
５
万

５
０
０
０
戸
以
上
と
い
う
直
接
被
害
だ

け
で
な
く
、
米
の
収
穫
時
と
重
な
っ
た

こ
と
で
日
本
の
食
糧
事
情
悪
化
に
拍
車

を
か
け
ま
し
た
。

１
９
４
７
年
（
昭
和
22
）
に
は
カ
ス
リ

ン
台
風
が
利
根
川
を
破
堤
さ
せ
、
５
日

後
に
そ
の
氾
濫
流
が
南
下
し
て
、
東
京

東
部
が
水
没
。
１
９
４
５
年
か
ら
１
９

５
９
年
（
昭
和
34
）
ま
で
の
戦
後
15
年
間
、

日
本
で
は
大
水
害
が
頻
発
し
、
ほ
と
ん

ど
毎
年
１
０
０
０
人
を
超
す
水
害
犠
牲

者
が
出
て
い
た
の
で
す
。

温
帯
地
域
に
位
置
す
る
先
進
国
の
首

都
が
、
こ
ん
な
に
も
自
然
災
害
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
の
は
特
殊
な
こ
と
で
す
。

伊
勢
湾
台
風
に
見
舞
わ
れ
た
１
９
５

９
年
（
昭
和
34
）
、
私
は
留
学
先
の
フ
ラ

ン
ス
で
そ
の
報
に
接
し
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
日
本
の
治
水
対
策
、
水
害
の
実
態

を
現
地
で
話
す
た
び
に
、「
先
進
国
で

あ
る
日
本
で
毎
年
１
０
０
０
人
も
の
人

が
水
害
で
亡
く
な
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ

な
い
。
高
橋
の
話
は
大
袈
裟
な
の
で
は

な
い
か
」
と
疑
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

伊
勢
湾
台
風
の
被
害
が
報
道
さ
れ
て
、

や
っ
と
私
の
話
が
本
当
だ
と
理
解
し
て

も
ら
え
た
ほ
ど
で
す
。

島
国
で
あ
る
日
本
は
、
近
代
的
発
展

を
主
と
し
て
沿
岸
地
域
の
開
発
に
よ
っ

て
成
し
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
臨
海
に
工

業
と
人
口
を
集
中
さ
せ
た
結
果
、
津
波

や
高
潮
に
対
す
る
危
険
度
は
非
常
に
高

く
な
り
ま
し
た
。

治
水
対
策
が
功
を
奏
し
、
１
９
８
２

年
（
昭
和
57
）
に
長
崎
市
と
そ
の
周
辺
で

２
９
９
人
の
死
者
を
出
し
て
以
降
、
日

本
で
は
死
者
１
０
０
人
を
超
し
た
水
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

日
本
人
の
災
害
に
対
す
る
感
覚
も
鈍
く

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
列
島
で

は
地
震
や
火
山
噴
火
の
リ
ス
ク
も
高
く
、

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
、

ま
た
近
年
多
発
す
る
土
石
流
に
よ
っ
て
、

再
び
大
規
模
災
害
多
発
地
帯
の
様
相
を

呈
し
て
い
ま
す
。
日
本
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
と
は
違
う
地
質
、
地
形
、
気
候
風

土
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
時
期
に

き
て
い
ま
す
。

資
源
調
査
会
に
鍛
え
ら
れ
る

敗
戦
直
後
の
日
本
は
国
土
が
荒
廃
し
、

衣
食
住
と
も
極
度
に
不
足
し
て
い
ま
し

た
。

「
日
本
は
資
源
が
な
い
国
だ
」
と
い
う

お
お
か
た
の
認
識
を
覆
し
、「
日
本
に

は
水
と
土
地
が
豊
富
に
あ
る
。
そ
れ
を

有
効
に
開
発
す
べ
き
」
と
言
っ
て
日
本

の
将
来
に
希
望
を
与
え
る
発
言
を
し
た

の
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）

高
橋
裕
さ
ん
は
東
京
大
学
第
二
工
学
部
土
木
工
学
科
の
ご
出
身
。

第
二
工
学
部
は
、
戦
時
中
の
工
学
者
・
技
術
者
養
成
を
目
的
と
し
て
、

１
９
４
２
年
（
昭
和
17
）
か
ら
１
９
５
１
年
（
昭
和
26
）
ま
で
の

わ
ず
か
10
年
間
存
在
し
た
学
部
で
す
。

本
郷
の
第
一
工
学
部
と
比
べ
て
、
教
官
は
他
組
織
で
の
実
務
経
験
者
が
多
く
、

自
主
独
立
の
気
風
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

高
橋
さ
ん
は
こ
こ
を
河
川
哲
学
構
築
の
出
発
点
と
し
て
、

全
国
の
川
や
水
害
発
生
現
場
に
足
を
運
び
つ
つ
、

領
域
を
超
え
た
交
流
の
中
で
、
総
合
治
水
の
重
要
性
を
訴
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

技
術
だ
け
に
偏
ら
な
い
治
水
哲
学
を
、
と

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高橋 裕 さん
たかはし ゆたか

東京大学名誉教授

治
水
哲
学
を
涵
養
す
る
も
の

九州地方最大の河川である筑後川。別名 筑紫
次郎とも呼ばれ、坂東太郎（利根川）と四国三
郎（吉野川）と並び称される大河であると同時
に、暴れ川でもある。
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天
然
資
源
局
技
術
顧
問
と
し
て
来
日
中

の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ａ
・
ア
ッ
カ
ー
マ
ン

博
士
で
し
た
。

当
時
外
務
省
調
査
局
部
員
だ
っ
た
大お

お

来き
た

佐
武
郎

さ
ぶ
ろ
う

さ
ん
た
ち
が
ア
ッ
カ
ー
マ
ン

博
士
と
研
究
会
を
重
ね
、
１
９
４
７
年

（
昭
和
22
）
12
月
に
、
資
源
の
総
合
的
計

画
的
利
用
の
た
め
に
資
源
委
員
会
が
設

立
さ
れ
、
事
務
局
長
に
安
藝

あ
き

皎
一

こ
う
い
ち

先
生

（
１
９
０
２
〜
１
９
８
５
年
　
当
時
は
内
務
省
土
木

試
験
所
長
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
資
源

委
員
会
は
そ
の
後
、
資
源
調
査
会
と
改

名
し
て
い
ま
す
。

私
は
治
山
治
水
部
会
に
大
学
院
生
時

代
か
ら
専
門
委
員
と
し
て
か
か
わ
ら
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
委

員
と
し
て
１
９
９
１
年
（
平
成
３
）
ま
で

35
年
間
、
資
源
調
査
会
の
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

戦
後
15
年
は
大
型
水
害
が
頻
発
し
て

い
ま
し
た
か
ら
、
災
害
復
旧
費
や
治
山

治
水
費
は
膨
張
の
一
途
で
し
た
。
治
水

投
資
の
妥
当
性
に
つ
い
て
建
設
省
（
当

時
）
以
外
か
ら
の
意
見
も
必
要
と
、
大

蔵
省
（
当
時
）
か
ら
強
い
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
治
山
治
水
部
会

に
は
土
木
工
学
者
や
建
設
省
関
係
者
の

み
な
ら
ず
、
地
理
学
、
農
業
水
利
学
、

林
学
、
経
済
学
と
い
っ
た
多
彩
な
分
野

か
ら
個
性
的
な
専
門
家
が
顔
を
そ
ろ
え

ま
し
た
。
自
由
闊
達
な
学
際
的
な
会
議

か
ら
は
、
日
本
復
興
に
向
け
た
各
委
員

の
熱
意
を
感
じ
た
も
の
で
す
。

１
９
５
３
年
（
昭
和
28
）
か
ら
３
年
間

の
筑
後
川
水
害
調
査
を
皮
切
り
に
、
以

降
３
年
ず
つ
特
定
の
河
川
を
対
象
に
現

地
調
査
を
続
け
た
こ
と
も
、
狭
義
の
河

川
工
学
を
越
え
た
広
い
視
野
を
養
う
の

に
役
立
ち
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
経
験
と

学
際
的
な
交
流
が
私
の
河
川
哲
学
を
鍛

え
て
く
れ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ピ
ー
ク
流
量
増
加
の
仮
説

今
か
ら
61
年
前
、
１
９
５
３
年
（
昭

和
28
）
６
月
25
日
か
ら
29
日
ま
で
の
５

日
間
に
、
筑
後
川
流
域
は
未
曾
有
の
梅

雨
の
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
北
九
州
一
帯

が
大
洪
水
と
な
っ
て
死
者
行
方
不
明
者

１
０
０
０
人
超
、
全
半
壊
流
失
家
屋
４

万
５
０
０
０
戸
と
な
る
大
被
害
と
な
り

ま
し
た
。
資
源
調
査
会
治
山
治
水
部
会

の
最
初
の
現
地
調
査
は
、
こ
の
筑
後
川

水
害
の
検
証
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

当
時
は
飛
行
機
や
新
幹
線
の
時
代
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
水
害
発

生
直
後
、
東
京
大
学
大
学
院
生
で
あ
っ

た
私
は
東
京
か
ら
久
留
米
ま
で
24
時
間

以
上
か
か
っ
て
、
何
回
も
現
地
に
入
り

ま
し
た
。

こ
の
水
害
に
遡
る
こ
と
６
年
前
、
１

９
４
７
年
（
昭
和
22
）
の
カ
ス
リ
ン
台
風

の
と
き
の
利
根
川
の
洪
水
流
量
は
、
１

万
７
０
０
０
k
／
ｓ
（
前
橋
の
八
斗
島
量
水

標
か
ら
栗
橋
に
至
る
流
量
）
で
、
利
根
川
に

お
け
る
有
史
以
来
の
最
大
流
量
を
記
録

し
て
い
ま
す
。

利
根
川
の
洪
水
流
量
の
推
移
を
調
べ

て
み
る
と
、
１
８
９
６
年
（
明
治
29
）
は

５
３
０
０
k
／
ｓ
、
１
９
１
０
年
（
明

治
43
）
は
６
９
６
０
k
／
ｓ
、
１
９
３

５
年
（
昭
和
10
）
は
９
０
３
０
k
／
ｓ

と
更
新
さ
れ
、
カ
ス
リ
ン
台
風
時
に
は

明
治
大
洪
水
の
３
倍
に
も
な
っ
て
い
ま

し
た
。
た
と
え
想
定
外
の
豪
雨
だ
っ
た

と
し
て
も
、
明
治
期
と
比
べ
て
３
倍
も

降
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
ど
こ
の

川
で
も
同
じ
傾
向
が
出
て
い
ま
し
た
か

ら
、
私
は
明
治
以
来
の
河
川
工
事
が
洪

水
の
ピ
ー
ク
流
量
を
増
加
さ
せ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
を
立
て
て
い

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
利
根
川
に
は
長
期
観
測
デ

ー
タ
が
少
な
く
、
比
べ
よ
う
が
な
い
の

で
す
。
５
年
や
10
年
の
観
測
デ
ー
タ
か

ら
で
は
違
い
は
導
き
出
せ
ま
せ
ん
。
そ

う
思
っ
て
い
る
と
き
に
、
筑
後
川
で
未

曾
有
の
大
水
害
が
起
こ
り
ま
し
た
。

調
査
出
発
前
に
指
導
教
官
の
安
藝
皎

一
先
生
か
ら
「
筑
後
川
洪
水
の
出
足
は
、

き
っ
と
早
く
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
洪

水
流
量
も
明
治
、
大
正
期
よ
り
も
大
き

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
仮
説
に
立
っ
て

検
証
し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。

継
続
観
測
の
価
値

私
は
、『
新
河
川
学
』（
野
満

の
み
つ

隆
治

り
�
う
じ

・
瀬
野

錦
蔵
共
著
／
地
人
書
館
１
９
５
９
）
に
上
野

巳
熊

み
く
ま

さ
ん
と
い
う
方
が
長
ら
く
水
文
観

測
を
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い

右：道の駅水辺の郷おおやまのそば、日田街道に
面して立つ治水碑にも、洪水の水位の印が。筑後
川には、至る所に水位の跡を記した石碑がある。
左：筑後川の中流域に位置する朝倉町（現・朝倉
市）に美田を拓いた山田堰周辺も、2012年（平成24）
の九州北部豪雨のときには指を差している地点

（白い看板の青い線）まで水がきた。
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た
の
を
読
ん
で
、
林
野
庁
小
国
試
験
地

の
上
野
さ
ん
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。小

国
試
験
地
は
か
つ
て
の
森
林
測
候

所
で
、
１
９
１
４
年
（
大
正
３
）
以
来
の

時
間
雨
量
が
正
確
に
記
録
保
存
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
開
設
以
来
観
測
し
て
き
た

上
野
さ
ん
は
、
上
流
（
大
山
川
流
域
小
国
町

及
び
玖
珠
川
流
域
の
森
町
）
の
雨
量
と
下
流

（
久
留
米
の
瀬
下
）
の
洪
水
位
と
の
関
係
を

統
計
的
に
分
析
し
、
上
流
の
雨
量
か
ら

下
流
の
洪
水
位
を
事
前
に
予
測
す
る
と

い
う
日
本
最
初
の
洪
水
予
報
を
導
き
出

し
ま
し
た
。「
豪
雨
時
の
雨
量
と
流
量

の
関
係
を
究
め
た
い
」
と
い
う
科
学
的

好
奇
心
か
ら
出
た
分
析
結
果
で
し
た
が
、

本
業
の
林
業
試
験
場
の
仕
事
と
は
関
係

な
い
と
上
司
の
叱
責
を
買
っ
た
そ
う
で

す
。上

野
さ
ん
が
参
考
に
し
た
瀬
下
量
水

標
に
も
、
流
量
記
録
を
取
り
続
け
た
人

が
い
ま
し
た
。
瀬
下
量
水
標
に
は
１
８

８
５
年
（
明
治
18
）
か
ら
67
年
間
取
り
続

け
た
３
６
５
日
24
時
間
水
位
記
録
67
冊

が
、
量
水
番
の
倉
庫
に
大
切
に
保
存
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

祖
父
の
代
か
ら
「
明
治
天
皇
の
ご
命

令
だ
か
ら
何
ご
と
に
も
ま
し
て
大
事
な

仕
事
だ
」
と
言
っ
て
、
河
川
敷
に
自
費

で
小
屋
を
建
て
、
そ
こ
に
寝
泊
ま
り
し

て
１
時
間
ご
と
に
量
水
標
記
録
を
読
ん

で
い
た
そ
う
で
す
。
内
務
省
か
ら
の
任

命
で
し
た
か
ら
、
明
治
天
皇
の
ご
命
令
、

と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

孫
で
あ
る
そ
の
人
が
観
測
を
始
め
て

20
年
の
間
、
記
録
を
見
に
来
た
の
は
私

が
初
め
て
。
誰
も
見
に
来
ず
と
も
、
真

面
目
に
観
測
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
量
水

番
ご
家
族
の
お
蔭
で
、
私
は
仮
説
を
立

証
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

河
川
工
事
が
起
こ
す
副
作
用

洪
水
を
素
早
く
流
す
た
め
に
連
続
堤

防
を
築
い
た
こ
と
で
、
従
来
あ
ふ
れ
て

い
た
洪
水
の
流
れ
が
河
道
に
集
め
ら
れ

て
あ
ふ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、

中
下
流
部
の
洪
水
流
量
が
増
大
す
る
の

は
当
然
で
す
。

明
治
以
来
の
洪
水
対
策
が
結
果
的
に

中
下
流
部
の
洪
水
の
ピ
ー
ク
流
量
を
大

き
く
し
水
害
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
は
、
今
と
な
っ
て
は
常
識

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
そ
ん
な

仮
説
を
立
て
る
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
、
建
設
省
（
当
時
）
の
一
部
の
幹
部

は
大
変
機
嫌
を
悪
く
し
ま
し
た
。
私
は

河
川
工
事
が
悪
か
っ
た
と
は
一
言
も
言

っ
て
い
な
い
の
に
、
批
判
さ
れ
た
と
思

わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

川
は
大
工
事
を
施
す
と
河
道
の
形
態

が
大
き
く
変
わ
っ
て
、
し
ば
し
ば
マ
イ

ナ
ス
の
副
作
用
を
生
じ
ま
す
。
要
は
、

そ
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

水
害
が
裁
判
に
な
る
時
代

高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
都
市
の
水

需
要
が
増
え
、
水
不
足
が
深
刻
な
問
題

と
な
り
、
筑
後
川
上
流
に
も
筑
後
川
の

治
水
と
日
田
市
の
下
流
へ
の
利
水
、
水

力
発
電
を
目
的
と
し
た
松
原
ダ
ム
・

下
筌

し
も
う
け

ダ
ム
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
開
発
一
辺
倒
で
「
ダ
ム
反
対

は
非
国
民
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
時
代
で

し
た
が
、
小
国
町
の
大
地
主
で
あ
る
室

原
知
幸
さ
ん
は
、
下
流
へ
の
利
益
の
み

を
追
求
し
て
地
元
を
省
み
な
い
開
発
一

辺
倒
な
や
り
方
に
異
議
を
唱
え
、
東
京

地
裁
に
提
訴
。
私
は
下
筌
ダ
ム
訴
訟
で

原
告
側
鑑
定
人
を
引
き
受
け
ま
し
た
が
、

「
国
立
大
学
の
教
授
が
国
策
に
反
対
す

る
側
に
つ
く
こ
と
は
け
し
か
ら
ん
」
と

い
う
考
え
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
時
代

で
し
た
。

室
原
さ
ん
は
ダ
ム
サ
イ
ト
に
〈
蜂
の

巣
城
〉
を
築
き
、
１
９
５
８
年
（
昭
和
33
）

か
ら
１
９
７
１
年
（
昭
和
46
）
ま
で
13
年

間
に
わ
た
る
反
対
運
動
の
先
頭
に
立
ち

ま
し
た
。「
公
共
事
業
は
法
に
叶
い
、

理
に
叶
い
、
情
に
叶
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
名
言
を
残
し
、〈
水
源

地
域
対
策
特
別
措
置
法
〉
成
立
の
き
っ

か
け
を
つ
く
っ
た
人
物
で
す
。

水
害
訴
訟
は
１
９
７
０
年
前
後
か
ら

多
発
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
60
年
代
に
入

っ
て
住
民
意
識
が
変
化
し
「
水
害
は
行

政
の
責
任
」
と
い
う
考
え
が
広
ま
っ
た

結
果
で
す
。
新
潟
県
北
部
〜
山
形
県
豪

雨
に
よ
る
羽
越
水
害
（
１
９
６
７
年
〈
昭
和

42
〉）
を
皮
切
り
に
、
大
阪
・
寝
屋
川
氾

濫
に
よ
る
大
東
水
害
（
１
９
７
２
年
〈
昭
和

右：橋桁には、危険水位を表わす線が引かれていた。赤は警戒ラインだ。
上段：大分県日田市と熊本県阿蘇郡小国町にまたがる下筌（しもうけ）ダムは、日本最大級のダム
反対運動・蜂の巣城紛争の舞台でもあった／下段右：蜂の巣城紛争の中心人物であった室原知幸さ
んが書いた「下筌ダム反対」の文字から取ったといわれるダムの銘板／下段左：「公共事業は法に
叶い、理に叶い、情に叶わなければならない」は室原さんの言葉。
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47
〉）、
多
摩
川
水
害
（
１
９
７
４
年
〈
昭
和
49
〉）

な
ど
、
全
国
で
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。私

は
多
摩
川
水
害
訴
訟
で
原
告
、
被

告
の
共
同
推
薦
で
法
廷
に
立
つ
な
ど
、

多
く
の
水
害
訴
訟
に
か
か
わ
り
ま
し
た
。

研
究
者
と
し
て
科
学
的
見
地
に
立
っ
て

裁
判
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
で
、
河
川
の

見
方
が
鍛
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

水
害
は
社
会
現
象

水
害
は
、
被
災
地
域
の
開
発
、
土
地

利
用
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

１
９
５
８
年
（
昭
和
33
）
の
狩
野
川
台

風
で
は
、
東
京
の
人
口
が
急
に
増
え
、

洪
水
を
受
け
止
め
て
く
れ
て
い
た
田
畑

な
ど
が
失
わ
れ
た
こ
と
で
、
多
く
の
新

興
住
宅
が
浸
水
被
害
を
被
り
ま
し
た
。

都
市
水
害
の
走
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
５
９
年
（
昭
和
34
）
の
伊
勢
湾
台

風
で
は
、
農
地
が
工
場
に
変
わ
る
な
ど

土
地
利
用
が
急
変
し
、
地
下
水
の
過
剰

揚
水
が
地
盤
沈
下
の
原
因
に
な
り
、
さ

ら
に
大
径
木
の
ラ
ワ
ン
材
が
海
岸
堤
防

を
乗
り
越
え
て
人
や
家
屋
に
当
た
っ
て

被
害
を
大
き
く
し
ま
し
た
。
増
大
し
た

木
材
需
要
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ラ
ワ
ン

材
を
大
量
に
輸
入
し
て
、
貯
木
場
に
収

ま
り
き
れ
な
い
分
を
仮
の
貯
木
場
に
置

い
て
い
た
の
で
す
。

狩
野
川
台
風
に
し
ろ
伊
勢
湾
台
風
に

し
ろ
、
あ
と
10
年
早
く
き
て
い
た
ら
、

こ
れ
ほ
ど
の
被
害
は
起
き
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
水
害
の
規
模
は
降
雨
や
台
風

の
規
模
だ
け
に
左
右
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
土
地
利
用
が
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
を
単
に
自

然
現
象
が
原
因
だ
と
言
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
有
効
な
対
策
を
立
て
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

都
市
計
画
を
行
な
う
側
が
水
害
と
の

関
係
を
充
分
に
認
識
し
、
危
険
地
域
で

は
地
下
室
建
設
を
制
限
し
た
り
、
ピ
ロ

テ
ィ
式
住
宅
（
１
階
部
分
を
柱
だ
け
の
空
間
に

し
た
住
宅
）
を
推
進
す
る
な
ど
減
災
に
務

め
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

土
地
だ
け
で
な
く
、
川
の
利
用
履
歴

を
知
る
こ
と
も
、
減
災
の
た
め
に
有
効

で
す
。
例
え
ば
一
級
水
系
利
根
川
の
支

流
で
あ
る
小
貝
川
は
、
古
く
か
ら
洪
水

の
多
い
川
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

江
戸
時
代
に
は
用
水
河
川
で
し
た
。
水

を
取
り
や
す
く
す
る
た
め
河
床
を
高
く

し
て
い
ま
し
た
が
、
裏
返
せ
ば
あ
ふ
れ

や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
江
戸
時
代

に
は
そ
れ
を
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
、
周

囲
の
土
地
利
用
も
そ
れ
に
応
じ
た
も
の

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

被
害
が
な
ぜ
生
じ
た
か
は
、
想
定
外

の
降
雨
や
自
然
現
象
だ
け
が
要
因
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
そ
こ
に
人
が
住
み

家
屋
が
建
っ
て
い
た
か
、
再
び
被
害
を

生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
と
い
う
点
に
言
及
し
て
こ
そ
、

災
害
の
専
門
家
と
し
て
の
役
割
が
果
た

せ
る
と
思
い
ま
す
。

水
害
発
生
リ
ス
ク
の
変
化

河
川
改
修
事
業
の
効
果
で
大
水
害
は

相
当
程
度
和
ら
げ
ら
れ
、
ダ
ム
建
設
に

よ
っ
て
水
不
足
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
が
、

１
９
７
０
年
代
後
半
か
ら
人
工
化
さ
れ

た
河
川
の
環
境
悪
化
が
問
題
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ダ
ム
や
堰
の
影
響
で
土
砂
の
動
き
も

変
わ
り
、
下
流
や
河
口
へ
の
土
砂
の
流

れ
は
減
り
、
建
設
ブ
ー
ム
を
支
え
る
川

砂
の
乱
掘
な
ど
に
よ
り
、
河
床
は
不
安

定
に
な
り
ま
し
た
。
大
水
害
頻
発
時
代

は
海
岸
へ
の
流
出
土
砂
に
苦
し
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
最
近
は
逆
に
土
砂
流
出
が

減
少
し
、
河
口
部
周
辺
の
海
岸
決
壊
を

招
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
市
化
の
進
行
は
、
都
市
の

水
循
環
を
変
化
（
都
市
域
に
お
け
る
浸
透
量
の

減
少
、
豪
雨
の
河
道
へ
の
直
進
に
よ
る
洪
水
流
量

の
増
加
な
ど
）
さ
せ
ま
し
た
。

都
市
の
中
小
河
川
の
流
出
率
（
河
川
流

出
量
と
降
水
量
の
比
）
は
い
よ
い
よ
増
加
し
、

い
わ
ゆ
る
都
市
型
水
害
が
全
国
の
多
く

の
新
興
住
宅
地
に
蔓
延
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
無
秩
序
な
宅
地
開
発
が
原
因
の

一
つ
な
の
で
、
従
来
の
河
道
改
修
の
み

で
は
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
、
河
川
整
備
計
画
が
直
面
し
て

い
る
難
問
は
、
気
候
変
動
に
対
す
る
治

水
計
画
、
そ
れ
と
深
く
関
係
し
て
い
る

海
岸
保
全
計
画
、
森
林
及
び
水
源
地
計

画
で
す
。

緑地

市街地

田畑

約30％ 約20％ 市街化率 約5％

2009
平成21

1976
昭和51

1900s
明治後期

N

田畑はときには遊水地となって、洪水を受け止め
てくれていた。都市化が進んで田畑が減り、アス
ファルトなどで被覆されることで地下浸透率も低
下すると、雨は一気に川に流れ込むことになる。

京浜河川事務所「多摩川河川維持管理計画（平成24年）」及び、
国土交通省国土数値情報「河川データ（平成20年）、流域界デー
タ（昭和52年）、土地利用細分メッシュ（昭和51年、平成21年）」
より編集部で作図

多摩川流域における
土地利用の変遷



２
０
０
７
年
（
平
成
19
）
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
報
告
に

よ
れ
ば
、
将
来
、
豪
雨
頻
度
が
増
し
、

大
型
台
風
の
襲
来
や
海
面
の
上
昇
（
21

世
紀
末
ま
で
に
最
大
59
B
）
も
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
は
、
死
者
２

２
４
人
、
行
方
不
明
者
16
人
と
い
う
甚

大
な
被
害
が
出
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
年
に
発
生
し
た
台
風
29
個
の
内
、

10
個
も
上
陸
し
た
の
が
そ
の
原
因
で
す
。

こ
れ
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
、

特
に
海
水
面
の
上
昇
の
影
響
と
も
思
わ

れ
ま
す
。

ま
た
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ
る
局
地

的
大
雨
に
は
、
気
候
変
動
だ
け
で
な
く
、

都
市
化
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
の
影
響
も
あ
り
ま
す
。
台
風
の
頻
発

な
ど
に
よ
っ
て
水
害
の
リ
ス
ク
が
増
え

る
だ
け
で
な
く
、
水
源
地
域
の
人
口
減

少
に
伴
っ
て
、
今
ま
で
の
治
水
政
策
の

変
更
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

治
水
政
策
の
転
換
を

治
水
安
全
度
の
低
下
は
、
多
く
の
日

本
の
河
川
に
お
い
て
確
実
に
進
行
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
日
本
の
重
要
河
川
の
治

水
目
標
は
、
過
去
１
０
０
年
の
洪
水
資

料
に
基
づ
き
、
２
０
０
年
に
１
回
の
確

率
の
大
洪
水
に
堪
え
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
確
率
洪

水
の
計
算
を
最
近
20
年
間
の
洪
水
流
量

記
録
に
基
づ
い
て
再
計
算
す
る
と
、
治

水
安
全
度
は
、
従
来
計
画
の
お
お
む
ね

半
分
に
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。

治
水
安
全
度
の
低
下
を
補
う
に
は
、

従
来
の
河
川
改
修
や
ダ
ム
計
画
だ
け
で

は
不
可
能
で
、
治
水
政
策
を
思
い
切
っ

て
転
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
大
洪
水
の
対
策
に
は
、
氾

濫
危
険
区
域
の
開
発
規
制
と
大
洪
水
時

の
浸
水
補
償
を
考
慮
し
た
一
時
的
氾
濫

遊
水
地
の
設
定
な
ど
、
水
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
行
な
う
こ
と
が
有
効
で
し

ょ
う
。
今
ま
で
河
道
内
に
押
し
込
め
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
洪
水
流
の
一

部
を
、
河
道
外
へ
あ
ふ
れ
さ
せ
る
こ
と

を
含
む
治
水
策
で
す
。

ま
た
、
海
面
上
昇
に
よ
る
津
波
・
高

潮
危
険
度
増
加
に
対
し
て
は
、
長
期
構

想
を
立
て
沿
海
部
に
お
け
る
土
地
利
用

を
見
直
し
、
重
点
的
に
守
る
べ
き
地
域

と
そ
う
で
な
い
地
域
と
に
分
け
て
効
率

化
を
図
ら
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
の
土
地

を
守
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

日
本
の
多
く
の
海
岸
堤
防
は
、
１
９

５
９
年
（
昭
和
34
）
の
伊
勢
湾
台
風
以
後

に
建
設
さ
れ
強
化
さ
れ
た
の
で
、
そ
ろ

そ
ろ
更
新
期
を
迎
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

す
。
そ
こ
で
ま
ず
は
補
修
時
に
堤
防
高

を
逐
次
嵩
上
げ
し
て
、
海
面
上
昇
に
備

え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
は
今
ま
で
の
治
水
対

策
と
は
異
質
で
あ
り
、
土
地
利
用
の
改

変
を
含
む
の
で
、
従
来
の
行
政
の
し
く

み
や
既
存
の
手
続
き
で
は
実
施
す
る
こ

と
は
難
し
く
、
新
た
な
法
体
系
、
行
政

手
法
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
と
も
か
く
、

島
国
で
あ
る
日
本
に
と
っ
て
、
22
世
紀

ま
で
も
続
く
海
面
上
昇
は
由
々
し
き
大

事
で
あ
る
こ
と
を
、
政
治
家
も
行
政
も

し
っ
か
り
と
認
識
し
、
長
期
的
視
野
に

立
っ
て
対
策
を
樹
立
す
べ
き
で
す
。

治
水
哲
学
を
磨
く

気
候
変
動
と
い
う
新
た
な
課
題
は
、

私
た
ち
に
治
水
対
策
、
沿
海
域
対
策
の

大
き
な
転
換
を
求
め
て
い
ま
す
。

戦
後
の
食
住
不
足
の
時
代
に
は
、
連

続
堤
防
を
築
い
て
中
小
洪
水
を
防
ぎ
周

辺
地
域
を
開
発
す
る
こ
と
が
、
そ
の
時

代
の
要
求
で
し
た
。
し
か
し
時
代
は
移

り
、
社
会
的
要
求
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

河
川
の
在
り
方
も
、
そ
れ
に
応
じ
て

変
化
す
る
の
が
当
然
で
、
ど
の
よ
う
な

治
水
対
策
を
と
る
か
は
、
河
川
技
術
者

の
哲
学
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

『
技
術
生
活
よ
り
』
を
著
し
、
土
木
界

の
哲
学
的
先
達
だ
っ
た
直
木
倫
太
郎
さ

ん
（
１
８
７
６
〜
１
９
４
３
年
）
は
、「『
人
』

あ
っ
て
の
『
技
術
』、『
人
格
』
あ
っ
て

の
『
事
業
』
で
あ
り
、
そ
の
『
人
格
』

の
向
上
を
計
ら
な
い
で
独
り
『
技
術
』

の
力
の
み
を
欲
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
」
と
そ
の
技
術
哲
学
を
発
信
し
ま
し

た
。私

自
身
、
学
際
的
な
交
流
や
地
域
の

歴
史
や
土
地
利
用
形
態
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
で
、
少
々
の
治
水
哲
学
を
磨
い
た

と
自
覚
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
ア
ジ
ア
・
モ
ン
ス
ー
ン
地
域

に
属
し
、
稲
作
を
中
心
と
し
た
土
地
利

用
で
森
林
や
沿
岸
域
の
管
理
を
行
な
い
、

技
術
だ
け
に
偏
ら
な
い
治
水
哲
学
を
培

っ
て
き
ま
し
た
。
今
一
度
、
日
本
固
有

の
土
地
利
用
を
見
直
し
、
新
た
な
技
術

を
加
味
し
た
治
水
哲
学
を
構
築
し
た
い

も
の
で
す
。

取
材：

２
０
１
４
年
６
月
12
日
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下流の久留米市中央公園にある〈昭和28年筑後
川水害記念碑〉。この周辺にも濁流が押し寄せ、
記念碑の頂部にまで達する大惨事となった。

朝倉市林田の蜷城（になしろ）小学校に
保管されている揚げ舟。1953年（昭和28）
の大水害のときに活躍したそうだ。


